ニホン シャカイ ニオケル シュウダン シュギ ノ ヘンヨウ ト ショウヒ コウドウ エノ エイキョウ : PB ノ ヤクシン ガ イミスル コト by 加藤 祥子





Changes in collectivism and impacts on consumer behavior in Japanese society








































2 － 1 では，同調行動に関する先行研究をレ
ビューする。複数の実験結果から，日本人が無
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4 － 3 では，現代の消費者がブランドに求め
る役割について考察する。ブランドはもはや，





































ドが左右に並べられ，左側の 1 枚には線分が 1
















































































































































































































































































































































3 － 2 ．ブランド重視から品質重視の購買へ
　　　　－1990年代以降の消費市場における変化－
人々は有名ブランドの商品に高い価格を支払












































































































4 － 1 ．現代社会における集団主義の変容











































































































































1 兆 7 千 8 百億円に達する（「ファーストリテ
イリング　IR情報」より）。第 2 位がしまむら
の約 5 千 6 百億円（「しまむらグループ　会社
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